





















）本稿は 年 月 日に京都大学経済研究所で行われた
および
の














































）ソ連末期（ 年）には固定資産は増加したが、 年に年平均 縮小し、 年間に















































































） 年 月 日付けイノベーションセンター スコルコヴォ 連邦法で特恵が定められている。
の総合プログラム を策定し、国家主導での政策推進を主張する
。




媒になった ）。結果、経済政策の中軸に位置づけられたのは、 年 月イノベーショ
ン社会へ方向づけて発展を指向する 年までのロシアの長期社会経済発展コンセプ
ト （政府指令 ））であった。このコンセプトでは、総付加価値に占める石油ガ






ジーが提案された。 年 月 日大統領教書は近代化の つの戦略的方向を提起してい
る ）。 医療機器・テクノロジーおよび製薬、 エネルギー効率の引き上げと資源の合
理的な消費、 原子力エネルギー、 宇宙技術とテレコム、 現代的情報テクノロジー。
メドヴェージェフ政権はまさに近代化推進政権であり、象徴的なプロジェクトはイノベー










出、 イノベーション活力の刺激、 基軸的なハイテク・インフラ部門の発展、 長期資
金の形成、 金融制度の近代化、 人的資本の発展、 国家部門と予算領域、 マクロ経





が設置され、近代化政策が検討された ）。最終的に、 年 月 部 章からなる大部の報





済発展省の イノベーションロシア ）（ 年 月）が座り、政府は 年までの
イノベーション発展戦略 （ 年 月 日付け 、以下発展戦略）を、そして
年 月 日に科学技術発展の国家プログラムを採択している。プログラムは発展戦略












ら 年 ％に引き上げること、世界のハイテク製品におけるロシアの比重を 年
までに 部門以上の ％以上にすること、世界のハイテク製品の輸出比率を 年
％から 年 ％に引き上げること、 に占めるイノベーション部門の総付加価値
比率を 年 ％から 年 ％に引き上げること、工業総生産高に占めるイノ
ベーション製品の比率を 年 ％から 年 ％に拡大すること、国内の研究開





れる。 生活様式と労働の変化とイノベーション階層の拡張、 新規イノベーション会社の増大、 政
府の管理手段におけるイノベーションへの方向付け、 釣合いのとれた研究セクターの編成と国家イノ
ベーション・システムの民間開放、 効率的で弾力的なイノベーションの普及。









































































なり、 年に プログラムで、 億ルーブルが投下されている。このプログラムには
ハイテクの発展 、 ナショナル技術基盤 、 宇宙プログラム 、 科学技術発展優先領域





ンフラの形成など。課税特典（ 年 月 日法）や税法典の修正（とくに付加価値税の
減免、科学研究分野での利潤税非課税、税制の簡素化や自由経済圏の設定など）、高い効























































































（注）費用は左軸で 億ルーブル、対 比は右軸で 。







（出所） 年 月 日アクセス。
第 図 出資源泉別研究開発支出
（注）国家は予算と予算外基金の合計、企業は企業部門と外資の合計。





















第 図 サービス収支とその内訳（ 億ドル）
（出所）ロシア銀行 年 月 日アクセス。
第 図 イノベーション企業と生産（％）
（出所）
（ 年 月 日アクセス）。
第 図 イノベーション製品（労働）比率（％）
















































































































を損なうと見る ）。では、ロシア市場の質はどのような水準なのか。 （ ）
に依拠すれば、インフラの つの層、すなわち法制度、さらに情報・経済主体と調整様式
がそれを規定する重要な条件になる。そこで、ここでは、 ルール・法・制度における市


































































































































































































































大泉啓一郎（ ） 消費するアジア 中公新書。
末廣昭（ ） 新興アジア経済論 岩波書店。
溝端佐登史（ ） ロシアの近代化とイノベーション政策 変遷と課題 ロシア 調査月
報 月号。
溝端佐登史（ ） ロシアにおける国家資本主義 季刊経済理論 第 巻第 号。
溝端佐登史編（ ） ロシア近代化の政治経済学 文理閣。
矢野誠（ ） 市場の質と法制度 年 月 日消費者庁プレゼンテーション資料。
ロシアにおけるイノベーション政策と市場の質
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